
中
国
文
畢
報

第
三
十
九
射

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡

伺

p
id
gin

E
n
g
tish
:
英
語
の
単
語

(又
は
語
形
)
を
､
中
開
語
式

･

マ

ラ

イ
語
式
に
並
べ
'
混
合
し
た
破
格
の
通
商
用
英
語
｡

用
古
詩
十
九
首
の
第
十
二
首
O
後
年
は
省
略
し
た
｡
訓
講
は
'
以
下
全

て
'
鈴
木
虎
雄
氏
の
『
王
墓
新
詠
集
』
(岩
波
書
店
)
に
依
る
｡

､
叫

=
T
ra
n
sla
tion
s
fro
m

th
e
C
H
IN
E
S
E
こ
19)9
よ
り
｡

引

F

ra
ncis
T
.P
al

glaV
e
の

｡
T
h
e
G
otd
e
n

T
rea
su
ry
o
f

So
ng
s
and
Lyrics"
4861

同
時

代
の
イ
ギ
リ

ス
詩

の

ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー
｡

補

本
書
は
t
p
en
g
uin
classics
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
.

(京
都
大
学

畑
山
桂
子
)

葛
雲
文
政
至
博
士
華
甲
紀
念
論
文
集
刊
行
委
員
合

『
葛
雲
文
放
査
博
士
華
甲
紀
念
論
文
集
』

韓
国

全
南
大
学
校
出
版
部

一
九
八
五
年

十

1
月

賀
序
三
頁

文
辞
至
博
士
略
歴
五
貫

目
次
二
頁

本
文
七
1
三
頁

蹴
三
頁

還
暦
や
古
希
の
記
念
で
あ
れ
退
職
の
記
念
で
あ
れ
､
学
者
の
学
問

上
の
成
就
を
記
念
す
る
形
で
編
纂
さ
れ
る
論
文
集
が

一
般
に
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
､
韓
国
の
優
れ
た
中
国
文
学
者
の
文
教
至
博
士
の
還
暦

を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
の
論
文
集
も
､
文
博
士
の
研
究
活
動
と

何
ら
か
の
関
わ
-
を
持

つ
研
究
者
ら
の
論
文
を
寄
せ
集
め
て
い
る
｡

こ
の
論
文
集
は
､
韓
国
の
中
国
語
文
学
合
の

一
つ

｢中
国
人
文
科
学

研
究
合
｣
の
骨
長
を
努
め
て
お
ら
れ
る
文
洗
至
博
士
の
研
究
活
動
の

幅
廉
さ
､
或
い
は
そ
の
足
跡
を
窺
わ
せ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
こ
こ

に
こ
の
論
文
集
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
は
な
い
｡

む
し
ろ
､
こ
の
論
文
集
は
ー
今
日
の
韓
閲
の
中
国
撃
の
現
況
を
瞭
然

と
表
し
て
い
る
鮎
で
､
わ
れ
わ
れ
の
注
意
を
引
-
に
足
-
る
0
韓
国

に
お
い
て

｢漢
学
｣

(も
と
も
と
李
氏
朝
鮮
で
は
漢
語
の
学
習
を
意

味
し
た
が
､
日
本
で
い
う
停
銃
的
な
中
国
撃
を
指
す
意
味
と
し
て
こ

の
言
葉
を
借
-
れ
ば
)
で
は
な
-
､
現
代
的
学
問
の

一
分
野
と
し
て

の
中
開
語
文
学
の
研
究
が
鮭
系
的
に
行
わ
れ
始
め
た
の
は
､
韓
国
の

解
放
､
即
ち

一
九
四
五
年
の
終
戦
以
後
で
あ
る
｡
と
い
っ
て
も

一
九

六
〇
年
代
ま
で
は
国
立
ソ
ウ
ル
大
学
校
と
成
均
館
大
学
校
に
中
開
語

文
学
科
が
あ

っ
た
に
過
ぎ
ず
､

一
九
七

〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
漸
-

全
図
の
大
学
校

(即
ち
日
本
で
い
う
大
学
)
に
同
学
科
が
汎
-
設
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
｡
現
在
は
四
十
飴
大
学
校
に
同
学
科
が
あ
-
､
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韓
国
の
中
国
語
文
学
界
は
正
し
-
そ
の

｢成
長
期
｣
に
入
っ
た
と
言

っ
て
よ
い
｡

文
殊
室
博
士
は
､

一
九
四
八
年
に
ソ
ウ
ル
大
学
校
の
中
国
語
文
学

科
を
卒
業
､
績
け
て
同
大
学
院
に
在
籍
さ
れ
て
か
ら
､
朝
鮮
戦
争
中

に
戦
火
を
避
け
地
方
で
韓
国
語
文
学
の
講
義
を
捨
常
な
さ
る
こ
と
で
､

教
壇
生
活
を
始
め
ら
れ
た
｡
以
後
中
国
語
文
学
に
関
す
る
研
究
と
と

も
に
韓
国
漢
文
学
の
方
面
の
著
作
活
動
を
も
行
わ
れ
､
『
韓
図
漠
文

学
史
』

(韓
国

正
音
赦
､

一
九
六

l
)

の
よ
-
な
韓
国
湊
文
学
の

通
史
を
も
著
し
て
お
ら
れ
る
｡

一
九
六
九
年
に
は
京
都
大
学
で
､

『藻
字
音
聾
母
論
』
の
論
稿
を
も
っ
て
博
士
学
位
を
取
得
さ
れ
た
｡

文
旋
空
博
士
が
中
国
語
文
学
と
と
も
に
韓
国
漢
文
学
を
も
修
め
て
お

ら
れ
る
こ
と
が
反
映
さ
れ
た
か
の
ご
と
-
､
こ
の
論
文
集
に
よ
せ
ら

れ
た
三
十
三
篇
に
の
ぼ
る
論
文
は
中
国
語
文
学
と
韓
国
漠
文
学
の
廉

い
範
囲
に
捗
っ
て
い
る
｡
そ
の
廉
い
範
囲
の
論
文
を
評
者

一
人
が
分

析
し
て
見
せ
る
の
は
始
め
か
ら
無
理
で
あ
-
､
以
下
で
は
､
ど
の
よ

-
な
主
題
が
韓
国
の
中
国
語
文
学
界

･
漢
文
学
界
で
論
議
さ
れ
て
い

る
の
か
を
紹
介
す
る
意
味
で
､
わ
れ
わ
れ
の
関
心
を
引
-
論
文
の
内

容
を
要
約
す
る
に
留
め
る
｡

書

評

○
李
慶
喜
､

｢荷
谷
朝
天
記
管
見
｣
は
､

寓
暦
二
年
の
朝
鮮
涯
道

の
聖
節
使
行
で
書
状
官
と
し
て
燕
京
入
-
し
た
許
第
の
紀
行
日
記

『朝
天
記
』

を
紹
介
し
た
も
の
｡
『朝
天
記
』

に
は

『
明
安
藤
』
･

『
明
合
典
』
の
李
王
室
関
係
の
記
事
を
訂
正
す
る
問
題
を
め
ぐ
っ
て

行
わ
れ
た
李
朝
と
明
の
薩
部
と
の
交
渉
の
顛
末
が
措
か
れ
て
お
-
､

ま
た
､
遼
東
の
正
撃
書
院
の
生
員
と
許
第
と
の
討
論
は
､
常
時
の
明

に
お
け
る
陽
明
学
の
盛
況
と
李
朝
撃
人
の
そ
れ
に
封
す
る
異
端
蒋
斥

と
を
封
照
的
に
見
せ
る
｡

○
張
基
桂
､
｢『
和
陶
飲
酒
二
十
首
』
に
見
え
る
東
城
と
退
漠
の
情

趣
｣
は
､
陶
淵
明
の

｢飲
酒
二
十
首
｣

に
凝
ら
え
た
東
城
の
和
詩
と

李
朝
の
退
挨
李
操
の
和
詩
と
を
比
較
し
た
も
の
O
論
者
は
東
城
の
境

地
を

｢飲
酒
悟
遺

･
虚
心
得
閑

･
飲
酒
懐
想
｣
の
三
段
階
と
捉
え
､

退
漠
の
場
合
は
求
道
精
神
に
基
づ
き

｢酒
酔
｣
よ
-

｢理
酔
｣
を
奪

ん
だ
と
い
-
｡

こ
の
比
較
は
､

中
国
文
学
と
朝
鮮
漢
文
学
を
､

影

響

･
受
容
の
側
面
で
は
な
-
文
学
思
想
の
等
位
面
に
位
置
さ
せ
て
い

る
鮎
で
興
味
深
い
｡
東
城
は

｢小
人
輩
や
反
対
涯
と
の
不
和
と
争
議

に
疲
れ
た
時
に
微
酔
し
て
隠
退
の
虚
静
閑
居
を
な
つ
か
し
み
｣
､
退

漢
は

｢官
職
に
止
ま
ら
ず
憤
重
な
態
度
で
酔
い
な
が
ら
隠
居
し
猫
-
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中
園
文
学
報

第
三
十
九
朋

其
の
身
を
善
-
し
な
が
ら
学
問
を
振
興
し
て
正
道
の
社
合
を
樹
立
し

ょ
う
と
し
た
｣
と
､
緒
論
に
お
い
て
予
期
さ
れ
た
結
論
が
出
さ
れ
て

いる
｡

○
崖
勝
範
､

｢
ハ
ン
グ
ル
潮
謂

『
紅
線
停
』｣
は
､

唐
代
俸
奇
の

『紅
線
停
』

の
翻
諸
物
を
紹
介
し
た
も
の
｡
『残
麿
五
代
史
演
義
』

等
の
翻
諸
物
が
朝
鮮
の
創
作
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
論
議
さ
れ
て
い

る
今
日
､
中
国
小
説
と
朝
鮮
の
翻
諸
物

･
創
作
物
と
の
関
連
を
厳
密

に
分
析
す
る
作
業
は
朝
鮮
古
典
小
説
の
研
究
に
お
い
て
格
別
に
要
求

さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
論
文
は
翻
諸
物
の
内
容
､
従

っ
て

『紅
線
俸
』

そ
の
も
の
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
｡

○
愈
昌
均
､
｢弁

･
辰
韓
国
名
の
表
記
字
音
に
つ
い
て
の
考
察
｣

は

'
貌
志
東
夷
侍
に
見
え
る
弁

･
辰
韓
二
十
四
国
の
名
を
中
国
字
音

の
上
古
音
の
投
影
と
み
な
し
､
そ
の
被
韓
寓
晋
を
推
定
し
た
も
の
｡

弁

･
辰
韓
国
の
名
に
用
い
ら
れ
た
字
音
で
は
､

牙
音
系
の

【k
.-
]

が
見
え
ず
､

有
唇
音
が
非
群
別
的
で
あ

っ
た
と
ぎ
れ
る
｡

l
方
､

[g
｢
】

に
常
た
る

｢勤
｣
は

｢己
低
｣
と
同
じ
形
態
素
=
[k
-

】

の
韓
寓
と
さ
れ
､

｢著
｣

は
喉
音
系
の

｢葵
｣

と
同
じ
形
態
素
=

【
g
-
】
の
韓
寓
と
さ
れ
､
[k
-
]
/
【
g
-
]
の
対
立
が
仮
定
さ
れ
る
｡

こ
れ
と
並
行
し
て
､

[d.I
](塗
･
唐
)
は
【
d
｣

の
韓
寓
､
【dz
.

-
]
(漕
)
は

[d
2
-
]
の
特
需
と
み
な
さ
れ
る
.
ま
た
'

【b
'-
]
1

[b
｣

の
例
は
な
い
が
､

【b
｣
は
排
別
的
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
｡

従

っ
て
､
子
音
の
鰻
系
は

[表

こ

の
よ
う
に
な
る
｡

/ 表
g k ー

d t

dz ts

(b)p

n

m

l

r
/

母
音
に
つ
い
て
は
､

一
等

(
<
)
と
三
等
の
一
部

(>
)
は
介
母
に

よ
る
襲
種
で
外
囲
語
の
韓
寓
に
は
非
班
別
的
で
あ
っ
た
と
前
提
さ
れ
､

核
母
=
O
も
･
｡
,
u
,
a
の
五
種
に
､

核
母
と

T

T

]
･
T

w
⊥

･
[-
iw
-
]
･
T
i⊥

の
結
合
に
よ
る

【
｡
】
が
加
え
ら
れ
､

六

種
の
基
本
母
音
が
考
え
ら
れ
る
｡
高
句
麗
の
地
名
表
記
で
は
､
模
韻

は
､
｢-
a
g
V
(-
a
+1.)
-
0
｣
(董
同
額
の
説
)
の
中
間
段
階
の

[-
9g

-
】
を
指
す
と
思
わ
れ
､
【-
a
-
]
の
表
記
に
混
用
さ
れ
て
い
る
.
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し
か
し
､
弁

･
辰
韓
国
の
名
に
み
え
る

｢塗

･
古

･
奴

･
鳥

･
路

･

戸

･
慮
｣
は
､
し
ば
ら
-
､
【I

a
-
]
の
韓
寓
と
し
て
お
-
.
弁

･

辰
韓
の
母
音
鮭
系
は

[表
二
】
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
て
い
る
｡

[表
二
]

/
e
‥
9

;｡

〓

a

∂

o

u
/

/
y
/

-
y
-

は

-
e
I

の
前
に
の
み
現
れ
る

○
李
敦
桂
､

｢漢
字
意
味
の
耕
別
性
と
国
語
字
樺
の
問
題
｣
は
､

現
存
す
る
朝
鮮
最
古
の
漢
字
帯
訓
書

『訓
豪
字
合
』
(経
世
珍
､

一

五
二
七
)
の
樺
と
下
注
を
分
析
し
て
､
漢
字
の
群
別
的
意
味
が
朝
鮮

語
の
梓
に
お
い
て
埋
没
さ
れ
て
し
ま
う
混
合
現
状
を
救
う
た
め
に
ど

の
よ
う
な
耕
別
化
が
工
夫
さ
れ
た
か
を
検
討
し
た
も
の
｡
①
性
別
を

記
し
た
例

(｢雄
日
虹
､
雌
日
琵
｣
等
)

②
形
状

･
性
質
を
記
し
た

例

(｢楊
丁
揚
起
者
､

柳
-
下
垂
者
｣
等
)

③
大
小
に
よ
っ
て
区
別

し
た
例

(｢大
日
園
､

小
目
邦
｣
等
)

④
種
顛

･
位
置
を
表
し
た
例

(｢苑
1
植
花
木
者
､
固
-
域
養
禽
獣
虞
｣
等
)

が
列
車
さ
れ
て
い

る
｡
論
者
の
指
摘
の
ご
と
-
､
｢図

･
邦
｣
の
下
注
は
周
薩
注

(｢大

書

評

日
邦
､
小
目
園
｣)
と
合
わ
ず
'
｢苑

･
固
｣
の
下
注
は
説
文

(｢苑
､

所
以
義
禽
獣
｣)
と
合
わ
な
い
｡
｢楊

･
柳
｣
の
下
庄
は
根
操
が
明
ら

か
で
な

い
｡
『
訓
蒙
字
合
』

の
下
庄
の
根
棟
を
探
る
作
業
が
課
題
と

し

て
残
る
｡

○
孔
在
錫
'
｢中
国
語
聾
詞
の
起
源
問
題
｣
は
､
周
代
の
語
が
既

に
整
調
言
語
で
あ

っ
た
と
み
る

｢通
説
｣
に
従
い
な
が
ら
､
表
意
文

字
の
藻
字
が
整
調
を
意
味
群
別
資
質
と
し
て
用
い
た
経
緯
を
推
定
し

た
も
の
o
整
調
は
韻
尾
の
襲
化
に
よ
る
も
の
で
は
な
-
､
音
素
と
し

て
要
請
さ
れ
た
と
い
う
.

丁
邦
新
の
説

(｢漢
語
聾
詞
源
於
葦
尾
設

之
検
討
｣
､

一
九
八

一
)
を
紹
介
し
､
撃
詞
論
の
方
向
梅
換
を
求
め

て
い
る
｡

○
金
相
妹
､

｢『
孟
子
』
の
第
三
人
稀
代
詞
小
考
｣
は
､

『
孟
子
』

に
み
え
る
第
三
人
稀
代
名
詞
の

｢之

･
其

･
彼
｣
を
用
例
別
に
羅
列

し
て
頻
度
を
数
え
た
も
の
｡
起
詞

･
止
詞

･
詞
組

･
領
属
性
加
詞
の

詞
晶
の
用
語
､
及
び
､
叙
事
句

･
表
態
句

･
判
断
句
(準
判
断
句
)
･

有
無
句
の
句
法
の
用
語
は
､
呂
叔
湘
の

『中
国
文
法
要
略
』
か
ら
の

借
用
で
あ
ろ
う
が
､
論
者
は
そ
れ
に
つ
い
て
何
も
断
ら
な
い
｡
謂
語

の
用
語
を
述
語
と
代
え
た
の
は
､
謂
語
の
名
稀
が
韓
国
中
園
学
界
に
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中
閥
文
準
報

第
三
十
九
肋

通
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
｡

○
趨
起
点
､
｢普
通
話
聾
母
/
tp
･tGi.･
CL/
の
釆
源
｣
は
､
/
tG

･tGL.
･
GL/
が

『中
原
音
韻
』

以
前
に
い

っ
た
ん
消
滅
し
､
『国
書

正
考
』
の
成
立
を
前
後
と
し
て
新
し
-
出
現
し
､
そ
れ
が
普
通
話
の

聾
母
に
合
流
し
た
過
程
を
概
観
し
た
も
の
｡
王
力

･
楊
耐
恩
の
説
に

従
い
な
が
ら
､
『
中
華
新
冠
』

に
お
い
て

/
tG
･
tCJ
･
P
/

の
聾
母

を
有
す
る
字
が

『
中
原
音
韻
』
で
は
ど
の
よ
う
な
聾
母
で
あ

っ
た
か

を
検
索
し
て
い
る
｡
『
中
華
新
讃
』
の
該
普
字
と
し
て

『中
原
音
韻
』

に
見
え
な
い
字
を

『廉
韻
』
の
反
切
か
ら
推
定
す
る
こ
と
は
避
け
る
｡

『中
原
音
韻
』

の
推
定
昔
は
劉
徳
智

(『
音
註
中
原
音
韻
』
)
･
楊
耐

忠

(『
中
原
青
笹
音
系
』
)
･
陳
新
雄

(『
中
原
音
韻
概
要
』
)
の
説
に
頼

る
｡
①
/
tG
/
は
大
鰻
､
『
中
原
音
韻
』
の
聾
母
の
/
k
/
と
/
ts
/

よ
-
分
化
し
た
も
の
で
､
分
化
の
候
件
は
､
介
母
音
､

も
し
-
は
主

要
母
音
が
/
i/
か
/
y
/
で
あ
る
賓
薗
呼
､
或
い
は
撮
口
呼
の
場
合

で
あ
る
'
②
/
tP
ノ

は
大
鰹
､
/
k
ノ

と
/
tsノ

よ
-
分
化
し
た
､

③
/
Gi/
は
/
x
/
と
/
S
/
よ
-
分
化
し
た
が
､
例
外
は
､
遜

･
巽

(
＼
s
u
a
n
4
'
>

J
ciy
n
4'
)

の
み
で
あ
る
､
と
結
論
が
出
さ
れ
て
い

る
｡

O
T

l
､

｢郭
瑛
注
の
方
言
資
料
｣
は
､

『方
言
』
･
『
山
海
経
』
･

『穆
天
子
俸
』
の
郭
嘆
注
の
中
で
方
言
を
記
し
た
も
の
を
摘
出
し
た

も
の
｡
方
言
の
表
記
法
や
方
言
の
分
布
様
相
に
つ
い
て
は
分
析
さ
れ

て
い
な
い
｡

○
李
在
敦
､

｢韻
文
に
お
い
て
の
音
聾
考
｣
は
､
詩
語
の
紺
青

･

元
音

･
讃
尾

･
聾
調
が
も
た
ら
す
語
感
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
o
R
.

W
e
lte
k
･A
･
W
a
r
len
(『

Th
eor
y
of
L
it
erat
ure』).W
ay
n
e

Sch
tep
p

(
『

San
ch
.ii
散
曲
』
)
と

､
黄
永
武

(『
中
開

詩
学
-
鍾

賞
篇
』
)
の
課
を
整
理
し
て
い
る
.

同

l
の
音
が
､

そ
れ
が
用
い
ら

れ
た
詩
行
の
雰
国
東
の
差
異
に
よ
っ
て
異
な
る
語
感
を
表
し
う
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
ご
と
-
'
詩
語
の
語
感
論
は

一
般
化
さ
れ
え
な
い
｡

ま
た
'
漢
語
の
韻
律
と
整
調
､
平
伏
の
要
素
が
充
分
考
慮
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
｡

○
金
寧
主
､
｢小
説
史
資
料
と
し
て
の

『書
経
』
｣
は
､
先
秦
典
籍

の
殆
ど
が
虚
構
性
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
前
提
か
ら
､

『尭
典
』

と

『金
牌
』
篇
を
神
話
の
研
究
'
或
い
は
小
説
史
の
封
象
と
し
て
用
い

る
可
能
性
を
探
索
し
た
も
の
｡
『尭
典
』
に
つ
い
て
は
､
義
和

･
洪

水

･
舜
の
俸
説
が
考
察
さ
れ
た
が
､

例
え
ば
そ
の
義
和
の
停
説
と
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『
山
海
経
』
の
そ
れ
と
の
差
異
が
逓
べ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
､
そ

の
差
異
の
理
由
に
つ
い
て
は
分
析
さ
れ
て
い
な
い
｡
白
川
静
の
中
国

神
話
に
つ
い
て
の
研
究

(『
中
国
の
神
話
』
)
か
ら
解
襲
さ
れ
た
面
が

あ
る
が
､
白
川
静
氏
の
よ
う
に
神
話
の
襲
遷

･
諸
神
話
の
階
層
化
過

程
に
つ
い
て
は
注
目
さ
れ
て
い
な
い
｡

○
金
時
俊
､

｢賦

･
比

･
興
考
｣
は
､

歴
代
の
賦

･
比

･
輿
論
を

時
代
順
に
整
理
し
た
上
､

論
者
な
-
に
､

｢賦
=
直
説
的
な
表
現
､

比
=
事
物
の
具
鮭
的
な
比
職
､
興
=
象
徴
を
も
っ
て
詩
意
を
表
す
技

法
｣
と
定
義
し
た
も
の
｡
歴
代
の
賦

･
比

･
輿
論
は
､
①
毛
停

･
鄭

隻
を
追
従
す
る
俸
統
涯

(孔
穎
達

･
陸
徳
明

･
呂
組
謙

･
陳
啓
源

･

陳
奥
)
②
劉
就
､
鍾
棟
の

一
派

(李
仲
蒙

･
王
鷹
麟
)
③
鄭
樵

･
朱

薫
を
中
心
と
す
る

一
派
④
清
朝
考
謹
寧
涯
及
び
民
国
の
学
者

(-
鄭

樵

･
朱
薫
説
の
補
完
)
の
四
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
｡
論
者
の
賦

･

比

･
興
の
定
義
は
通
念
に
落
ち
着
い
た
感
が
あ
る
が
､
歴
代
の
詩
経

撃
の
流
れ
は
よ
-
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
｡
論
者
は
､
マ
ル
セ
ル

･
グ

ラ
ネ
や
聞

一
多
以
降
の
民
俗
学
的
方
法

(例
え
ば
､
松
本
雅
明

･
白

川
静
諸
氏
の
研
究
)
の
詩
経
研
究
に
お
い
て
賦

･
比

･
興
の
概
念
が

ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
注
意
を
沸
わ
な
い
｡

書

評

○
詔
書
均
､

｢招
魂
篇
の
作
者
と
被
招
者
｣
は
､
楚
鮮
招
魂
篇
の

作
者
を
屈
原
､
被
招
者
を
楚
懐
王
と
み
な
す
説
に
従
い
作
品
の
内
容

を
分
析
し
た
も
の
｡

呉
汝
給

(｢古
文
辞
類
纂
校
勘
記
｣)
･
劉
大
茶

(『
中
園
文
学
登
展
史
』
)
･
鄭
振
鐸

(『
中
国
俗
文
学
史
』
)
･
王
宗
禦

(『
屈
原
輿
屈
賦
』
､
重
滞
､

一
九
七
四
)
の
説
を
取
る
｡

○
河
正
玉
､
｢鏡
花
緑
の
主
題
と
内
容
｣
は
､
『鏡
花
緑
』
を
李
汝

珍
の

｢登
憶
の
作
｣
と
み
な
し
､
そ
の
主
題
と
内
容
を

｢反
清
抗
暴

の
民
族
意
識
｣
に
求
め
た
も
の
｡
李
辰
冬

(｢鏡
花
緑
的
債
値
｣
､
世

界
害
局

『鏡
花
緑
』
巻
頭
)
の
課
を
取
る
｡

○
殿
茂

l
､

｢臨
籍
の
時
代
と
行
為
に
つ
い
て
の
小
考
｣
は
､

主

に
晋
書
院
籍
侍
を
中
心
と
し
て
､
玩
籍
の
生
涯
を
描
い
て
み
た
も
の
o

O
李
東
郷
､

｢妾
垂
の
詞
風
と
作
品
の
賞
析
｣
は
'
妻
垂
の
詞
風

に
つ
い
て
の
従
来
の
許
債
を
整
理
し
て
､
そ
れ
を
踏
ま
え
て

｢揚
州

慢
｣
｡
｢鮎
緯
眉
｣
･
｢陪
香
｣
の
三
篤
を
鑑
賞
し
た
も
の
｡
論
者
は
､

妻
壁
の
詞
語
に

｢幽

･
清

･
冷

･
寒

･
陪
｣
の
字
が
多
-
用
い
ら
れ

た
こ
と
を
理
由
に
､
彼
の
詞
風
を

｢活
動
騒
雅
｣
と
名
づ
-
｡
特
定

の
詞
語
の
頻
度
を
も
っ
て
詞
風
を
論
じ
る
に
は
､
内
容
に
つ
い
て
の

よ
-
赦
密
な
分
析
が
伴
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
｡
そ
れ
ら
の
詞
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語
が
南
宋
詞

一
般
に
多
-
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
も
検
護
が
要
求
さ
れ
る
.

〇
洪
寅
杓
､

｢韓
柳
の
史
官
の
是
非
を
論
ず
｣
は
､

韓
愈
の

｢答

劉
秀
才
論
史
書
｣
と
柳
宗
元
の

｢興
津
愈
論
史
官
書
｣
を
対
象
と
し

て
､
韓
愈
と
柳
宗
元
の
史
官
論
を
封
比
し
た
も
の
｡

一
九
五
〇
年
代

末
I
六
〇
年
代
初
の
中
国
に
お
い
て
交
わ
さ
れ
た

｢韓
愈
=

唯
心
論

者
､
柳
宗
元
-
唯
物
論
者
｣
の
論
難
が
踏
ま
え
ら
れ
､
韓
愈
の
文
の

論
理
的
欣
鮎
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡

○
柳
歳
俊
､
｢許
滞
詩
試
考
｣
は
､
唐
の
許
洋
の
詩
を
そ
の
詩
風
の

面
に
お
い
て
分
析
し
た
も
の
｡
許
洋
の
詩
風
は
､
掃
情
面
の
別
離

･

友
誼

･
虚
無
､
叙
景
面
の
豪
麗

･
幽
玄

･
詠
物
の
項
目
に
分
類
さ
れ
､

｢清
新
工
奇
之
要
｣
と

｢以
情
馬
主
､
以
意
馬
副
｣
の
特
色
が
論
じ

ら
れ
て
い
る
｡
行
情
面
と
叙
景
面
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
は
互
い
に
重

複
す
る
所
､
或
い
は
概
念
が
明
瞭
で
な
い
要
素
も
あ
る
が
､

『全
唐

詩
』
に
多
-
の
作
が
放
線
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
許
洋
の
詩
を
唐
詩
史
の
中
で
正
常
に
許
債
し
よ
う
と

す
る
論
者
の
意
欲
が
見
え
る
｡
『
丁
卯
集
』

の
五
種
の
版
本
に
つ
い

て
言
及
し
な
が
ら
､
杜
牧
な
ど
の
他
人
の
詩
が
混
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
､
テ
キ
ス
ト
の
校
勘
は
行
わ
れ
て
い
な
い
｡

漠
文
で
書
か
れ
て
い
る
｡

○
金
周
淳
､

｢陶
淵
明
詩
文
の
淵
源
と
作
品
考
｣
は
､

陶
淵
明
の

詩
文
の
来
源
を
国
風

･
楚
辞

･
禦
府

･
古
詩
十
九
首
な
ど
に
求
め
､

そ
の
語
句
の
借
用
の
例
と
､
そ
れ
ら
の
表
現
様
式
に
共
通
す
る
と
さ

れ
る
畳
語
の
用
例
を
調
べ
た
も
の
｡
陶
淵
明
の
主
要
な
詩
文
に
つ
い

て
､
そ
の
内
容
と
既
往
の
論
評
を
紹
介
し
て
い
る
｡

○
林
貞
玉
､

｢唐
詩
の
内
容
と
特
質
考
｣
は
､
唐
詩
の
賛
展
の
過

程
を
概
観
し
､
唐
詩

一
般
に
共
通
す
る
特
質
を
論
じ
た
も
の
｡
唐
詩

の
内
容
と
し
て
は
､
自
然
山
水
の
鰻
讃
､
崇
高
た
る
愛
国
心
､
連
塞

生
活
の
歌
唱
の
三
つ
が
､
ま
た
そ
の
特
色
と
し
て
は
､
詩
意
の
優
れ

た
軍
想
'
詩
語
の
含
蓄
と
管
職
､
言
語
の
精
練
､
菅
栄
性
の
四
つ
が

畢
げ
ら
れ
て
い
る
｡

○
朴
倍
長
､
｢『
薩
記
』
滞
考
｣
は
､
儀
則

(本
鰹
面
)
･
治
事

(致
.

用
面
)
･
茸
践

(行
動
面
)
を
も
っ
て

｢鰹
｣
を
定
義
し
た
上
､
『後

記
』
の
成
立
と
そ
の
篇
日
及
び
内
容
を
概
観
し
た
も
の
｡

○
徐
義
永
､

｢左
聯
の
成
立
と
活
動
中
考
｣
は
､

1
九
三
〇
年
代

の
中
開
左
翼
作
家
聯
盟
の
成
立
経
緯
と
そ
の
活
動
に
つ
い
て
概
親
し
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た
も
の
｡
創
造
祉

･
太
陽
社
の
革
命
文
学
の
提
唱
が
､
各
文
人
の
内

面
的
思
想
に
お
い
て
解
剖
さ
れ
る
よ
-
も
､
共
産
薫
の
策
動
に
よ
る

も
の
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
｡

○
梁
合
錫
'

｢康
海
の

『肝
東
楽
府
』
考
｣
は
､
明
代
の
散
曲
を

再
評
債
す
る
作
業
の
一
頭
と
し
て
､
ま
ず
康
海
の

『渥
東
楽
府
』
の

形
成
と
内
容
に
つ
い
て
概
観
し
た
も
の
｡
論
者
は
康
海
の
散
曲
の
特

色
を
､
南
曲
の
北
曲
化
､
修
辞
技
巧
と
言
語
駆
使
'
豪
放
の
詞
風
に

求
め
て
い
る
｡

修
辞
技
巧
の
封
伎
=

封
句
形
式
を
､
朱
榛

(『
太
和

正
音
譜
』
)
の
分
紫
に
従
っ
て
分
析
し
た
部
分
は
参
考
に
す
べ
き
所

が
あ
る
｡

○
貌
幸
復
､
｢清
末
小
説
理
論
湧
考
｣
は
､
『新
小
説
』
の
創
刊
と

『小
説
林
』
の
創
刊
と
を
分
岐
鮎
と
し
て
清
末
に
お
け
る
小
説
理
論

の
襲
化
棟
相
を
検
討
し
た
も
の
｡
｢折
夕
閑
談
小
序
｣
(轟
勺
居
士
)

よ
-

｢謬
印
政
治
小
説
序
｣
(梁
啓
超
)

に
至
る
時
期
は
清
末
の
小

説
理
論
の
萌
芽
期
で
､
『
新
小
説
』

の
創
刊
以
後
は
小
説
の
杜
合
的

意
義
が
多
様
に
評
債
さ
れ
政
治
性
の
強
い
理
論
が
展
開
さ
れ
た
時
期

で
あ
-
､
『
小
説
林
』

の
創
刊
以
後
は
小
説
の
社
合
的
致
用
が
客
観

的
に
評
債
さ
れ
始
め
た
時
期
で
あ
る
と
､
論
者
は
ま
と
め
る
｡

書

評

○
申
閣
錫
､
｢東
城
の
豪
放
風
格
詞
小
考
｣
は
'
｢豪
放
｣
の
概
念

を
､
雄
揮
な
気
象
､
超
然
と
空
幻
'
表
現
の
自
由
を
も
っ
て
定
義
し
､

東
城
の

｢豪
放
｣
な
詞
風
の
作
品
二
十
八
首
を
そ
の
定
義
の
各
項
目

に
従
い
分
類
し
て
内
容
を
分
析
し
た
も
の
｡
形
式
面
の
表
現
の
自
由

と
い
う
項
目
以
外
は
そ
の
定
義
の
項
目
互
い
に
交
錯
す
る
所
が
あ
る
｡

形
式
上
の
特
色
に
つ
い
て
は
'

詩

･
詞

･
賦
の
形
式
の
活
用
､
奨

括

･
集
古

･
回
文
詞
､

及
び
句
法
の
襲
革
､

題
序
の
活
用
､
等
が

注
目
さ
れ
､
｢念
奴
矯

(大
江
東
去
)｣
と

｢水
寵
吟

(古
来
雲
海
荘

荏
)｣
が
具
鰻
的
に
分
析
さ
れ
て
い
る
｡

○
張
南
姫
､
｢李
義
山
の

『錦
窓
』
考
｣
は
､
｢錦
宏
｣
に
つ
い
て

の
従
来
の
解
樺
を
畢
げ
て
論
評
を
加
え
た
上
､
作
品
そ
の
も
の
の
象

徴
性
と
蛮
術
美
を
分
析
し
よ
-
と
し
た
も
の
｡

｢錦
宏
｣

を
悼
亡

･

自
傷

･
自
序

･
艶
鮭

･
詠
物

･
傷
園
の
詩
と
み
る
従
来
の
解
帯
の
い

ず
れ
に
も
賛
成
せ
ず
､
論
者
は
そ
の
作
品
を
義
山
の

｢生
涯
の
練
合

物
｣
と
み
る
O

例
え
ば
'
｢錦
宏
五
十
絃
｣
を
､
大
帝
停
説
を
借
-

た

｢悲
情
｣
の
象
徴
と
み
な
す
｡
詩
人
の
意
識
が
超
現
寛
主
義
的
な

も
の
と
し
て
解
さ
れ
て
い
る
が
､

｢錦
宏
｣
は

｢情
を
主
線
に
し
た

人
生
懐
古
詩
で
､
俸
記
的
要
素
を
副
線
に
し
て
い
る
｣
と
い
-
結
論
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と
は
多
少
ず
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

〇
着
信
雄
､
｢論
語
的
人
間
と
顔
氏
家
訓
｣
は
､
『顔
氏
家
訓
』
を
､

｢論
語
的
｣
人
間
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
著
作
で
あ
る
と

規
定
し
た
上
､

そ
の
内
容
を
紹
介
し
た
も
の
｡

｢論
語
的
｣
人
間
と

は
儒
教
的
茸
践
の
人
間
を
指
す
｡
論
者
は
中
国
軍
に
お
い
て

｢家
訓

撃
｣
を
定
立
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
が
､

『顔
氏
家
訓
』

の
成

立
と
そ
の
版
本
の
こ
と
や
顔
之
椎
の
生
涯
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い

る
｡
宇
都
宮
清
吉
の
説
が
多
-
引
か
れ
て
い
る
｡

○
金
在
来
､

｢白
詩
評
論
小
考
｣
は
､

自
居
易
の
詩
に
つ
い
て
の

歴
代
の
評
語
の
中
か
ら
､
詩
風
に
関
す
る
も
の
の
み
を
選
ん
で
'
時

代
別
に
並
べ
て
説
明
を
加
え
た
も
の
｡

以
上
､
『文
敢
空
博
士
華
甲
紀
念
論
文
集
』
の
諸
論
文
の
中
か
ら
､

中
国
語
文
学
､
或
い
は
朝
鮮
漢
文
学
に
関
す
る
も
の
を
選
び
へ
主
に

そ
の
内
容
を
概
観
す
る
こ
と
に
務
め
た
｡
各
論
文
に
見
え
る
研
究
方

法
と
論
文
構
成
法
は

1
定
な
ら
ず
､
ま
た
､
こ
の
論
文
集

l
筋
で
韓

国
の
中
園
寧

(漢
文
学
)
の
現
況
が
全
部
把
握
さ
れ
る
と
は
言
え
な

い
だ
ろ
う
｡

し
か
し
な
が
ら
､

｢成
長
期
｣
を
迎
え
た
韓
閥
の
中
国

語
文
学
界
で
､
①
作
品
､
或
い
は
資
料
に
封
す
る
よ
-
厳
密
な
分
析

が
次
第
に
重
要
配
さ
れ
て
い
-
こ
と
､
②
牽
潜
で
の
研
究
成
果
が
依

然
と
し
て
多
-
参
照
さ
れ
な
が
ら
も
､
中
図
大
陸
や
日
本
で
の
研
究

成
果
に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
-
こ
と
が
､
こ
の
論
文
集
を
通

じ
て
容
易
に
感
じ
取
ら
れ
る
｡

(韓
図
ソ
ウ
ル
大
学
校
講
師

沈

慶
安
)
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